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新市建設計画実施計画事業の推進状況について
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第２回新市建設計画・実施計画（執行状況）経過報告書 
 

ハード事業名 新町地域福祉作業所建設事業 実施地区 新町地区 

実 施 期 間 平成１８年度～平成１９年度 所管課名 保健福祉部障害福祉課 

平成 17 年度以前 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 全体計画 事

業

計

画 

 建設調査 

 

実施設計 

建設工事 

付帯工事 

  

国庫支出金     

県 支 出 金  11,250  11,250

地 方 債  36,800  36,800

そ の 他  50,000  50,000

財 

 

源 

一 般 財 源   1,950   1,950

当

初

計

画

額 
合計（千円）  100,000  100,000

《18 年度執行状況》 

（９月７日現在の状況及び課題） 

 

・７月６日（木）本庁障害福祉課、新町支所福祉課、地域振興課で建設準備会会議を行い今後の意

向調査の日程等を打ち合わせる。 

・7 月１９日（木）ＰＭ７：００～本庁障害福祉課、新町支所福祉課職員と作業所建設予定地に隣

接する地域住民へ向けて建設説明会を行う。出席者は第７区長、区長代理３名、近隣住人８名。

・7月３０日（日）ＰＭ1：００～本庁障害福祉課、新町支所福祉課職員と関係団体である新町手を

つなぐ親の会、高崎市手をつなぐ親の会と建設意見交換会を行う。出席者は、新町手をつなぐ親

の会は９名、高崎市手をつなぐ親の会は７名。 

・建設場所は旧町民プール駐車場跡地、建物は約４００㎡を予定している。 

 

（今後の予定及び方針） 

 

・法律の改正により福祉作業所の形態がなくなるため、福祉作業所的内容を持って地域活動支援セ

ンターという形で建設作業を進めていきたい。 

・同敷地内に７区住民センターの建設も予定されていることから、分筆作業を行っていきたい。 

・19 年度に実施設計・建設工事を行い、開所は平成２０年８月頃になる予定。 

・現段階における概算見積額は、当初計画額の１００，０００千円を上回る見込みである。 

・本施設でどんな作業を行っていくことが有効か、引き続き研究・検討していく。 

 



－■　N I

＼

＼

計　
画　
地
多
野
却
新
軒
72
8－
2、
72
9
－3

都
市
計
画
区
竣
区
域
内

用
途
地
域

第
一
種
修
増
住
眉
専
用
地
域

敷
地
面
積

2
1
98
n
†

二二
鼻
面
榛

5
0
3
．3
7
2
ボ

l L
】
竺
三
両
靖

50
3
37
2
rボ



第２回新市建設計画・実施計画（執行状況）経過報告書 
 

ハード事業名 高崎市立新町図書館建設事業 実施地区 新町地区 

実 施 期 間 平成１７年～平成１９年 所管課名 高崎市立図書館 

平成 17 年度以前 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 全体計画 

事

業

計

画 

「基本構想・基本

設計」策定業務 

建物解体 

実施設計 

 

図書館建設工事  基本構想・基本設

計    H17 

建物解体・工事実

施設計  H18 

建設工事 H19 

 

国庫支出金  

県 支 出 金  

地 方 債 27,000 240,000  267,000

そ の 他  27,038   27,038

財 

 

源 

一 般 財 源  6,700  12,962   19,662

当

初

計

画

額 
合計（千円） 33,700 280,000  313,700

《18 年度執行状況》 

（９月７日現在の状況及び課題） 

 

・高崎市立新町図書館新館実施設計業務委託の契約締結を行い、1月 31 日を期日に完了する。 

・解体設計業者が決定し、9月 29 日を期日に完了する。 

・契約課にて移転作業委託業務の入札を準備中。 

 

（今後の予定及び方針） 

 

・現在の図書館機能を 10 月から隣接する教育会館へ移転し、平成 19 年 1 月から仮開館の予定。 

・蔵書は稚蚕共同飼育所へ保管。図書管理システム統合へ向けて整理作業を行う予定。 

・境界確定を行うため測量委託を 10 月に行なう予定である。 

・既存施設の解体工事に向けての準備を行なう（12 月着工予定）。 
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第２回新市建設計画・実施計画（執行状況）経過報告書 
 

 

ハード事業名 新町公民館施設整備事業 実施地区 新町地区 

実 施 期 間 平成１７年度～平成１８年度 所管課名 社会教育課 

平成 17 年度以前 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 全体計画 

事

業

計

画 

実施計画 

第１駐車場用地 

取得 

 

増改築工事 

第２駐車場用地 

取得及び工事 

備品購入 

 

土地買戻し  平成１８年度に

西コミュニティ

センターを増改

築し、新町公民館

として開設。 

国庫支出金 0 0  0

県 支 出 金 0 0  0

地 方 債 180,500 0  180,500

そ の 他 0 0  0

財 

 

源 

一 般 財 源 22,500 12,257  34,757

当

初

計

画

額 
合計（千円） 203,000 12,257  215,257

《18 年度執行状況》 

（９月７日現在の状況及び課題） 

 

・高崎市新町公民館増改築工事は１２月上旬に完成予定。 

・第２駐車場の土地購入は、買収金額が確定し、基金対応から一般財源に変更、９月補正を待って

契約し土地購入を行う。また、駐車場の整備費も９月補正で予算要求し、工事を行う。 

 

（今後の予定及び方針） 

 

・高崎市新町公民館増改築工事は順調で１２月上旬に完成予定。 

・第２駐車場の土地購入は１０月に行い、その後駐車場の工事を行う予定。 

・１２月に新公民館に引越しの予定。 

・平成１９年１月４日  開館予定 

 



新　町　公　民　館

改築前

改築後
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第２回新市建設計画・実施計画（執行状況）経過報告書 
 

ハード事業名 新町第一小学校施設整備事業 実施地区 新町地区 

実 施 期 間 平成１８年度～平成２０年度 所管課名 教育部庶務課 

平成 17 年度以前 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 全体計画 
事

業

計

画 

耐力度調査 H15 校舎設計委託 

地質調査 

仮設校舎設計 

仮設校舎リース 

プール解体 

校舎改築 

既存校舎解体 

仮設校舎リース 

プール設計委託 

屋体設計委託 

校舎改築 

既存校舎解体 

仮設校舎リース 

プール改築 

屋内運動場改築 

プール解体 H18 

仮設校舎リース 

H18～H19 

校舎改築 H18～H19 

屋体、プール改築H20

国庫支出金  92,560  187,640  280,200 

県 支 出 金     

地 方 債  166,600  337,600  504,200 

そ の 他     

財 

 

源 

一 般 財 源 55,820 373,621  556,223  985,664 

当

初

計

画

額 
合計（千円） 55,820 632,781 1,081,463 1,770,064 

《18 年度執行状況》 

（９月７日現在の状況及び課題） 

 

・学校や保護者と地域の代表者などで構成する高崎市立新町第一小学校建設委員会を設置し、視察

や検討を重ねている。 

・建設委員会の検討を踏まえて、校舎及び仮設校舎の設計を進めているところである。 

 

（今後の予定及び方針） 

 

・既存プール解体を１１月中に完了させ、その後、１２月から既存プールの跡地に仮設校舎を建設

する予定である。（仮設校舎はリース） 

・設計、地質調査を今年度内に完了させ、平成１９年度からの工事に備える。 

 

（１９年度以降予定） 

 

・平成１９、２０年度は仮設校舎を使用しつつ、校舎建設等と既存校舎解体を進める予定である。

・平成２０年度中の全工事完了を目指し、事業の円滑な推進を図る。 
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第２回新市建設計画・実施計画（執行状況）経過報告書 
 

ハード事業名 新町駅前第二土地区画整理事業 実施地区 新町地区 

実 施 期 間 昭和６１年度～平成２２年度 所管課名 都市整備部市街地整備課 

平成 17 年度以前 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 全体計画 事

業

計

画 

建物等移転補償 

道路築造工事 

建物等移転補償 

道路築造工事 

建物等移転補償 

道路築造工事 

建物等移転補償 

道路築造工事 

施行面積 13.69ha

都市計画道路、区

画道路、公園等 

国庫支出金     

県 支 出 金     

地 方 債     

そ の 他     

財 

 

源 

一 般 財 源 99,186 100,000 100,000 299,186 

当

初

計

画

額 
合計（千円） 99,186 100,000 100,000 299,186 

《18 年度執行状況》 

（９月７日現在の状況及び課題） 

 

・区画街路第２５号線隅切り工事を４月に発注し、完成した。 

・区画街路第３０号線築造工事 ９月下旬完成予定 

・区画街路第２８号線築造工事 ７月に入札し、１１月下旬に完成予定 

・建物等の移転交渉を継続的に実施中。 

 

（今後の予定及び方針） 

 

・完成予定工期内での早期完成に向けて現在施工中 

・建物等移転交渉を継続的に実施。 

 

＊今後も、建物等移転交渉を積極的に実施し、道路築造等を施工し、早期完成を目指す。 
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第２回新市建設計画・実施計画（執行状況）経過報告書 
 

 

ハード事業名 新町市営住宅建替事業 実施地区 新町地区 

実 施 期 間 平成１９年～平成２１年 所管課名 建設部住宅課 

平成 17 年度以前 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 全体計画 事

業

計

画 

第１期実施設計 

解体 

移転 

第２期実施設計 

解体 

移転 

第１期建替工事 

解体・移転 

第２期建替工事 

解体・移転 

第３期実施設計 

ＲＣ４階建 

19･20･21 年度 

各年度 1棟 24 戸

国庫支出金 5,010 168,989 167,264 523,112

県 支 出 金  

地 方 債 5,700 196,800 192,800 603,467

そ の 他  

財 

 

源 

一 般 財 源 3,527 29,623 30,980 118,796

当

初

計

画

額 
合計（千円） 14,237 395,412 391,044 1,246,057

《18 年度執行状況》 

（９月７日現在の状況及び課題） 

 

・第２期実施設計（外周工事・電波傷害を含む）を発注済 

・第１期分の現況測量調査を発注済 

・地質調査を発注済 

（今後の予定及び方針） 

 

・ 移転       ・・・・１２月 

・ 解体       ・・・・ ２月 
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第２回新市建設計画・実施計画（執行状況）経過報告書 
 

ハード事業名 上水道管網整備事業 実施地区 新町地区 

実 施 期 間 ～全期 所管課名 水道局工務課 

平成 17 年度以前 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 全体計画 事

業

計

画 

管網整備 

配水管布設（替） 

設計・工事 

管網整備 

配水管布設（替）

設計・工事 

  管網整備 

配水管布設（替）

設計・工事 

国庫支出金     

県 支 出 金     

地 方 債 １７，６８２    

そ の 他     

財 

 

源 

一 般 財 源  ７，２６９    

当

初

計

画

額 
合計（千円） ２４，９５１    

《18 年度執行状況》 

 

（現在の状況及び課題） 

・配水管布設工事２路線を施工 

工事名 施工箇所 工事概要 工  期 備   考 

配水管布設工事

（第５９工区） 

市道新町 

208 号線 

DIPφ150 

300.0ｍ 

DIPφ100 

24.0ｍ 

 

H18.7.26～ 

 H18.10.31 

関越自動車道側道 

配水管布設工事

（第７７工区） 

市道新町 

8014 号線 

DIPφ100  

  354.2ｍ 

H18.9.6～ 

 H19.1.24  

高梨乳業西 

 工事発注金額＝２２，１０２千円（事業費ベース進捗率 ９６．５％） 

 

  

（今後の予定及び方針） 

・県道藤岡大胡線舗装復旧工事（柴燃の前）を発注済み 

 

※参考（予算額）  

１）管網整備（舗装復旧２，０５５千円＝一般財源 ２，０５５千円） 

   ２）配水拡張（工事費２２，８９６千円＝起    債１７，６８２千円） 

＝一般財源 ５，２１４千円） 
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第２回新市建設計画・実施計画（執行状況）経過報告書 
 

ハード事業名  下水道管渠（汚水）整備事業 実施地区 新町地区 

実 施 期 間 平成 17 年度～平成 20 年度 所管課名  下水道局建設課 

平成 17 年度以前 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 全体計画 事

業

計

画 

 下水道管渠（汚

水）整備 

下水道管渠（汚

水）整備 

下水道管渠（汚

水）整備 

 

国庫支出金 0  0  0    

県 支 出 金   0  0     0    

地 方 債 7,700  7,700    7,700    

そ の 他 1,735  1,735   1,735    

財 

 

源 

一 般 財 源 △1,275  △1,275  △1,275    

当

初

計

画

額 
合計（千円） 8,160  8,160  8,160    

《18 年度執行状況》 

 

（現在の状況及び課題） 

・平成 18 年度施工予定の 3路線のうち下記２路線については工事完了 

工事名 施工箇所 工事概要 工  期 備   考 

枝線下水道築造工事

（流関第 501 工区） 

新町字本屋

敷地内 

VUφ200   

26.6ｍ 

H18.4.27～ 

 H18.7.7 

旧三俣医院 

枝線下水道築造工事

（流関第 502 工区） 

新町字笛木

境  

VUφ200 

   79.6ｍ 

H18.6.28～ 

 H18.8.31 

笛木マンション 

 

工事発注金額＝4,441 千円（事業費ベース進捗率 54.4％） 

  

（今後の予定及び方針） 

・残りの 1路線（宝勝寺北）については土地区画整理事業等の進捗に合わせ下期に実施予定。 
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第２回新市建設計画・実施計画（執行状況）経過報告書 
 

ハード事業名 下水道管渠（雨水）整備事業 実施地区 新町地区 

実 施 期 間 全期 所管課名 下水道局雨水対策課 

平成 17 年度以前 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 全体計画 事

業

計

画 

新町中排水区 新町中排水区雨水渠

築造工事 

（詳細設計） 

新町中排水区雨水渠

築造工事 

新町中排水区雨水渠

築造工事 

新町中排水区雨水渠築

造工事 

国庫支出金  3,500  20,250 23,400 47,350 

県 支 出 金     

地 方 債  3,100  18,200 21,000 42,500 

そ の 他     

財 

 

源 

一 般 財 源   400  2,077  2,430  4,967 

当

初

計

画

額 
合計（千円）  7,000 40,527 46,830 94,817 

《18 年度執行状況》 

 

（現在の状況及び課題） 

・新町中排水区雨水渠築造に係る詳細設計業務は、平成１８年７月に発注を行い、現在、現地調

査、資料収集、地下埋設物調査及び測量等の作業中。 

 １）業務の内容 

    詳細設計（開削工法） 

    耐震設計  

    設計図作成 

    数量計算書作成  

    構造計算 

    報告書の作成  

 ２）委託期間 

    平成 18 年７月 12 日～平成 19 年 3 月 23 日 

 ３）請負者 

    基礎地盤コンサルタンツ（株） 

 

（今後の予定及び方針） 

 ・平成 18 年度に設計業務を完了させ、平成１９・２０年度の 2ヵ年で雨水渠築造工事を実施する

予定。（工事区間：7区諏訪神社～浄水場） 
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第２回新市建設計画・実施計画（執行状況）経過報告書 
 

ハード事業名 新町支所建替事業 実施地区 新町地区 

実 施 期 間 平成 19 年度～平成 21 年度 所管課名 地域振興部地域づくり推進課

平成 17 年度以前 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 全体計画 
事

業

計

画 

H9 耐震診断  基本設計 

実施設計 

建設工事 H19 基本設計 

  実施設計 

H20 建設工事 

H21 旧庁舎解体 

国庫支出金     

県 支 出 金     

地 方 債  5,700 190,000 209,900 

そ の 他     

財 

 

源 

一 般 財 源  300 10,000 11,100 

当

初

計

画

額 
合計（千円）  6,000 200,000 221,000 

《18 年度執行状況》 

＜支所庁舎＞ 

 昭和 39 年に建設された現支所庁舎は老朽化が進み、ことに空調設備の故障や機能低下が目立ち、

露出配管等もその程度が著しい状況である。 

 また、平成 9年 3 月実施の耐震診断結果によれば、“設計基準によるコンクリート強度が基準を満

たしていない”との指摘があり、早急な補強改修が必要とされているところでもある。 

 これらについて耐震補強と併せて老朽箇所を個別に修理・改修することも一案であるが、莫大な

費用を要するばかりか建物の余寿命が延びるものではなく、また、支所としての機能を果たすべく

窓口、事務スペース等を考え合わせると、費用対効果の点ではむしろ、“安全にして必要な機能を備

え、市民にとって分りやすく、利用しやすい庁舎”を念頭に既存関連施設の建替えを考慮した新庁

舎の建設を現庁舎敷地内に計画するものである。 

 

＜保健センター＞ 

 昭和 55 年 3 月竣工、26 年が経過し施設の老朽化をはじめ、事務室が手狭となっており、支所庁

舎建替と併せて再整備が必要となっている。 

 なかでも事務室（25.44 ㎡）については、建設時は保健婦（保健師）3人、事務職 1人の 4人体制

でスタ－ト。また、現在のようにＯＡ機器も整備されておらず、保健センター機能を十分果たすた

めの事務スペースの確保が図られていた。 

 現在における事務室は建設時（25.44 ㎡）のままで、所長 1 人、保健師 6 人、栄養士 1 人の 8 人

体制であり、また、健診時においては、看護師 3人が、保育士、心理相談員も月 1～2 回程度来所し、

指導・相談業務に当っている状況であるが、最も重要である保健師との打合せスペース（個人情報

あり）もなく苦慮している状況である。 

 また、施設設備面では洋式トイレが障害者用のみ。調理室においても手狭で設備の老朽化が著し

く、使用不能な調理台もある。 

 

（９月７日現在の状況及び課題） 

・実施計画では支所単体で建替計画として位置づけられているが、保健センター機能を有する支所

建替（複合化）への計画見直し。 

 

（今後の予定及び方針） 

・新町支所職員（所属長）による検討 9/13 実施 
  ○支所庁舎と保健センターの複合化について ○敷地計画について ○建替後の配置について  
  ○仮事務所について など 

・新町支所としての基本的な考え方を取りまとめ、本庁（関係課）と協議していきたい。 

・市民を含めた建設懇話会的な組織の設置 など 
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